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高校 1学年 ＬＨＲ 単元指導計画案 

 

                        日 時：平成 25年７月 19日（金）第２限 

指導者：情報教育係  米田 貴 

 場 所：普通教室 
 

１ 単元名（総時数１時間） 

  ロールプレイで学ぶＬＩＮＥの光と影 

 

２ 単元設定の理由 

（１）生徒の実態から 

入学式から数か月経過し、生徒間の人間関係も出来てきている。良好な関係を構築できているケー

スが多いが、場合によっては衝突するケースもある。一昔前ならば小さな衝突で済んでいたと思わ

れる事例でも、ＳＮＳやＬＩＮＥ等のコミュニケーションツールを介してやり取りをする事により、

問題が大きくなる事がある。本学年でも数例、ＬＩＮEを巡るトラブルが報告されている。 
生徒の情報倫理を向上し、適切な情報社会へ参画する態度の育成を目指し、本単元を設定した。 
 
（２）本単元で身に付けたい資質や能力及び態度 

スマートフォン等の情報端末を利用したコミュニケーションの光と影をよく理解し、正しく利用し

ようとする態度を醸成する。 

 

（３）教材について 

ロールプレイング資料  ワークシート（生徒人数分） 

 

３ 単元目標 

ＬＩＮＥ等のコミュニケーションツールを利用するにあたり、考えられる様々な利点や問題点を理

解し、適切な利用方法を知る。 

 

４ 単元の評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解 

 

 

 

評

価

規

準 

 

 

 

ＬＩＮＥ等のコミュニ

ケーションツールの利

便性・問題点を考える

にあたり、ロールプレ

イや全体討議へ意欲的

に取り組んでいる。 

具体的な事例・問題

点を思い浮かべるこ

とができ、その対応

を様々な角度から考

える事ができる。 

 

 

ロールプレイ・全体

討議に参画して、意

見を表現する事が出

来る。 

ネットワーク社会の

特徴をよく理解し、

ＬＩＮＥ等のコミュ

ニケーションツール

を、悪意を持って利

用した際の影響力を

理解している。 

 
６ 本時の指導（総１時間中１時） 
（１）本時のねらい 

教室内でＬＩＮＥを模した環境を構築し、ロールプレイング形式で体験する。その際、特定の生徒

が実際にグループから除外される事も再現する。 ＬＩＮＥ上では簡単に、「グループからの除

外」という行動が行われるが、実際にその事象を教室内で再現する事により、除外された側に起こ

りうる影響を目の当たりにさせる。 
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その後、全体討論を通して問題点について議論をする。 

「何が問題か」という知識を教え込むだけでなく、生徒たちに体験し考えさせる事を通して、実際

にＬＩＮＥ内で自分が所属するグループ内において、適切に行動できる様な能力と態度を身につけ

させたい。 

 

具体的には実際の LINEでのトラブルでは仲間外れにする、張本人の行動を変えるのは難しいかもし

れない。LINEでのトラブルの構造を、①仲間外れにされる子、②仲間外れにする子、③仲間外れに

はしていないが、仲間外れにするという行動を止めない子の３つに分類すると、③の生徒に意識変

容が起こす事を主な狙いとする。「特に悪気は無かったが、この行為は重い行為なのだ」「仲間外

れにされるという行為は、思っていたより悪質である」という事を気づかせる。その為には、ロー

ルプレイにはかなり役に入り込ませる必要がある。 

 

 

（２）準備・資料等 
教員団での事前ロールプレイ 

選抜メンバー事前指導 7月期末テスト終了後の放課後（16日 予定） 

ロールプレイング シナリオ 

ワークシート 

 

 

（３）概要 

第１部 ロールプレイング  

予め選抜した生徒 5名でロールプレイングをする。 

その中で１名は仲間外れ役とする。 

また、別の１名をいじめっ子役として、仲間外れ役が会話に入ってこようとするのをブロックさせ

る様にする。 

 

いじめっ子役を含めた４名で、円になって話をする。 

（これが擬似的に LINEの様なコミュニケーション空間である。） 

４名には「最近の楽しかった事」等、普段のたわいのない会話をさせる。 

楽しく盛り上がる筆談をさせ、その輪に入れない子の心理、ブロックする側の心理、ブロックはし

ていないがブロックする事を止めてもいない子の心理を体験させる。 

 

第２部 班でのディスカッション 

ロールプレイングを見て、班ごとに討論をする。 

①仲間外れにされる子、③仲間外れにはしていないが、仲間外れにするという行動を止めない子の

意見を中心に拾う。 
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（４）展 開 

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 教師の指導・評価 備考 

導
入 

10 本時の学習内容と目標を理解する。 

グループ分けの指示を聞く。【全体】 

身近な問題と感じさせる為

に、何人かの生徒から実体験

を引き出す様に発問をする。 

 

 

ＬＩＮＥのグル

ープから特定の

生徒を削除する

事の問題点につ

いて考えさせる。 

 

 

 

展
開 

15 選抜メンバーのロープレを見る。 
【グループ】10分 
 
ロールプレイングの内容をグループ

で振り返る。【グループ】６分 
 
 

ＬＩＮＥでグループから特

定の人物を除外する事の影

響について気付かせる。 

 

※選抜メンバーがふざける

とリアリティが損なわれる

ので、しっかりとロープレを

させる。 

 

※熱が入り、虐めている光景

の刺激が強すぎた場合、担任

から配慮する。 

ロールプレイの

役割に入り込ま

させる。 

 

仲間外れ役の子

の意見を引き出

す。 

 

仲間外れにして

る側の子の意見

を引き出す。 

 

ま
と
め 

15 各班での意見を発表する。【全体】 
 
 
ロープレをしたグループからも発表

させる。 
 
本時の学習内容を整理する。【全体】 
 

ＬＩＮＥ等のコミュニケー

ションツールを利用した際

の問題点を知り、人間関係へ

の影響を理解したかを確認

する。 

 

 

コミュニケーシ

ョンツールが介

在する事の光と

影を理解できた

か確認する。 
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LINEロールプレイングについて 
平成 25年 7月 1６日 

 
7月 19日（金）の LHRでは「LINEでの強制退会がどんな影響を持つのか」という問題について 
話合います。今日、来てくれた皆さんには 19 日にクラスの皆の前でロールプレイングをしてもらいます。
本日はその予行演習です。 
 
ロールプレイングとは・・・role（役割）playing(演じる)。つまり役割を演じる事。 
頭で理解している事を、感覚で実感するのに適した方法です。 
 
 
１、ロールプレイについて説明を聞く（5分） 
２、先生たちのロールプレイを見る。（10分） 
３、A～Eの役割を決める。（5分） 
４、実際に自分たちでロールプレイをしてみる。（10分） 
５、必要に応じて担任の先生と当日に向けた打ち合わせをする。（適宜） 
 
 
A、B、C、D、Eの役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※Ｂさんはタイミングを見て、Aさんをグループから退会させるキーワード「なんか雰囲気悪いなー」 
を言って下さい。 
Ｂさんの「何か雰囲気悪いなー」の合図をきっかけに Bさんは Aさんを退会させます。 
 
 

今日やる事 
 
 

生徒 Bの役割 
Bさんはいじめている張本人です。Aさんを LINEのグループから退会させます。 
 

生徒 C、D、Eの役割 
Cさん、Dさん、Eさんは同じ LINEのグループの参加者です。 
Bさんが Aさんを退会させているのを知ってはいますが、特に気にせず自分たちは 
会話をして盛り上がっています。 

生徒 Aの役割 
Aさんはいじめられ役です。ささいなきっかけでグループから退会させられます。 
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グループでの話し合いの流れ 

グループで半円になって（クラスの皆に見えやすいように）、話し合います。 
話題は「夏休み何をして遊ぶか」（他に盛り上がれる話題があれば、担任の先生と相談し OKをもらえば、 
話題は変更しても OKです。） 
ロールプレイング中は積極的な発言をお願いします。 
 

話題「夏休みに何をして遊ぶか」 
経過時間 話し合いの様子 声を出した

会話 
筆談 

１分 
最初の一分間は皆で楽しく会話をする。 

Aさんも積極的に発言してください。 

会話例：「夏休みどこに行く」「今度、皆で○○行こう」等 

○ ○ 

２分～

４分 
Ｂさんの「何か雰囲気悪いなー」をきっかけに 

Bさんが Aさんを退会させます。 

退会中の会話は A さんには分からない様に筆談のみ

で行います。会話の内容は自由です。 

× 

声は出さず、

筆談のみ 

○ 

5分 
Ｂさんの「Aも入れたろうや」をきっかけに 

B さんが A さんを招待します。再び声を出して会話

をします。 

○ ○ 

６分～ 
再びリーダーの「何か雰囲気悪いなー」をきっかけ

に Bさんが Aさんを退会させます。再度筆談になり

ます。担任の合図があるまで、会話をして下さい。 

× 

声は出さず、

筆談のみ 

○ 

 

※話題に入れない Aさんの様子がクラスに伝わる事が大切です。 

ロールプレイングには真剣に取り組みましょう。 
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